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令和６年２月定例会の内容をお届けします。

＆

子ども用
電動バイク

市議会

特 集
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市議会

子ども用
電動バイク

＆

特 集

島田市中央公園周辺で
子ども用電動バイクコースを

オープンした�
事業者の皆さんに
お話を伺いました。

ドリップテクノワークスの山
やま

内
うち

義
よし

之
ゆき

さん

　
２
０
２
４
年
３
月
20
日
、
新
た
な
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
、
島
田
市
中
央
公
園
周
辺
に
、
子
ど
も
用
電
動
バ

イ
ク
コ
ー
ス
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
数
年
、
地
球
環
境
や
住
環
境
へ
の
配
慮
か
ら

注
目
を
集
め
て
い
る
電
動
バ
イ
ク
。
当
市
で
も
、
昨

年
秋
に
、
こ
の
よ
う
な
新
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
を
使
っ
た

移
動
に
関
す
る
実
証
実
験
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
回
、
コ
ー
ス
を
運
営
し
て
い
る
事
業
者
の
皆
様

か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

こ
の
場
所
を
選
ん
だ
理
由
は
何
で
す
か
？

　
こ
こ
は
中
央
公
園
や
ロ
ー
ズ
ア
リ
ー
ナ
が
あ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
エ
リ
ア
で
す
。
例
え

ば
、
休
日
に
家
族
で
エ
リ
ア
を
訪
れ
て
も
ら
い
、
そ
の

中
で
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
も
触
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
、
新
た
な
取
り
組
み
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。

電
動
バ
イ
ク
は
ど
の
よ
う
な
乗
り
物
で
す
か
？

　
エ
ン
ジ
ン
バ
イ
ク
に
比
べ
、
静
か
で
軽
い
で
す
。
た

だ
、
も
ち
ろ
ん
ス
ピ
ー
ド
は
出
ま
す
の
で
、
子
ど
も
や

初
心
者
向
け
に
、
ア
プ
リ
な
ど
で
遠
隔
操
作
や
パ
ワ
ー

設
定
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

電
動
バ
イ
ク
に
乗
る
魅
力
は
？

　
ス
ポ
ー
ツ
全
般
に
言
え
る
こ
と
で
す
が
、
運
動
ス
キ

ル
向
上
や
幅
広
い
交
流
を
通
じ
、
子
ど
も
の
健
全
な
育

成
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
先
日
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
も
、
三
重
県
や
愛
知
県
在
住
の
子

子
ど
も
た
ち
の
運
動
ス
キ
ル
向
上
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
活
性
化
を
目
指
し
て
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ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
く
れ
て
、
レ
ー
ス
を
通
じ
交
流

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

今
後
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た

い
で
す
か
？

　
電
動
バ
イ
ク
の
レ
ー
ス
は
全
国
的
に
も
あ
ま
り
聞
か

な
い
の
で
、先
駆
け
て
開
催
し
て
い
き
た
い
で
す
。全
国

や
世
界
に
向
け
て
、
島
田
市
を
Ｐ
Ｒ
で
き
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
定
期
的
に
競
技
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
こ
と
で
、
島
田
市
の
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
に
貢
献
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
の
コ
ー
ス
で
す
の
で
、

電
動
バ
イ
ク
だ
け
で
な
く
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
や
ラ

ジ
コ
ン
な
ど
の
レ
ー
ス
に
も
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
Ｐ
Ｒ
を
含
め
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
あ
と
、

大
人
向
け
の
電
動
バ
イ
ク
も
調
達
し
た
い
で
す
。

今
後
、
活
動
し
て
い
く
上
で
県
・
市
に
望
む
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
静
岡
県
は
大
手
バ
イ
ク
メ
ー
カ
ー
が
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
レ
ー
ス
が
で
き
る
コ
ー
ス
が
少
な
い
地
域
で
す
。

富
士
山
静
岡
空
港
、Ｊ
Ｒ
、２
つ
の
高
速
道
路
と
、交
通

ア
ク
セ
ス
は
抜
群
の
地
域
で
す
の
で
、
例
え
ば
空
港
周

辺
に
コ
ー
ス
が
で
き
れ
ば
、
必
ず
多
く
の
人
が
集
ま
っ

て
き
ま
す
。
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
全
国
や

世
界
に
「
静
岡
県
を
」「
島
田
市
を
」
も
っ
と
も
っ
と
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
交
流
人
口
を
増
や
し
、

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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令
和
６
年
２
月
市
議
会
定
例
会
を
２
月
14
日
（
水
）
か
ら
３
月
27
日
（
水
）
ま
で
、
43
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

定例会
の

概要

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
、

令
和
６
年
度
当
初
予
算
な
ど
を
可
決

２
月
14
日
（
水
）
本
会
議
初
日　
９
議
案
な
ど
を
上
程

　
専
決
処
分
の
報
告
１
件
、令
和
５
年
度
各
会
計
補
正
予
算
案
５
件（
一

般
会
計
２
件
、
特
別
会
計
２
件
、
企
業
会
計
１
件
）、
条
例
案
２
件
、
一

般
議
案
１
件
を
上
程
し
ま
し
た
。
ま
た
各
議
案
の
詳
細
な
審
査
の
た
め

に
、
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
、
各
常
任
委
員
会
に
審
査
を
付
託
し
ま

し
た
。

２
月
15
日
（
木
）
～
16
日
（
金
）
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
各
分
科
会
・

常
任
委
員
会
の
議
案
審
査

　
厚
生
教
育
、
経
済
建
設
、
総
務
生
活
の
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
各

分
科
会
お
よ
び
常
任
委
員
会
を
分
散
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
令
和
５
年

度
補
正
予
算
案
な
ど
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

２
月
20
日
（
火
）
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
の
議
案
審
査　

　
３
分
科
会
の
分
科
会
報
告
、
議
案
の
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

２
月
27
日
（
火
）
本
会
議　
８
議
案
を
可
決　
21
議
案
を
上
程

　
２
月
14
日
に
上
程
し
た
８
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
令
和
６
年

度
当
初
予
算
案
（
一
般
会
計
１
件
、
特
別
会
計
６
件
、
企
業
会
計
３
件
）

の
ほ
か
、
条
例
案
９
件
、
一
般
議
案
２
件
を
上
程
し
ま
し
た
。

３
月
６
日
（
水
）
～
８
日
（
金
）
代
表
質
問・個
人
質
問　
議
員
15
人
が
登
壇

　
６
会
派
の
代
表
者
に
よ
る
質
問
と
、
議
員
９
人
に
よ
る
個
人
質
問
を

行
い
ま
し
た
。　

�

（
11
ペ
ー
ジ
～
18
ペ
ー
ジ
）

３
月
12
日
（
火
）
議
案
質
疑　
１
議
案
上
程

　
議
員
８
人
が
登
壇
し
、
議
案
の
詳
細
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
１
件
を
上
程
し
ま
し
た
。

（
５
ペ
ー
ジ
）

３
月
13
日
（
水
）
～
15
日
（
金
）
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
各
分
科
会
、

常
任
委
員
会
の
議
案
審
査

　
厚
生
教
育
、
経
済
建
設
、
総
務
生
活
の
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
各

分
科
会
お
よ
び
常
任
委
員
会
を
分
散
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
令
和
６
年

度
当
初
予
算
案
な
ど
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

３
月
21
日
（
木
）
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
の
議
案
審
査

　
３
分
科
会
の
分
科
会
報
告
と
議
案
の
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

３
月
27
日
（
水
）
本
会
議
最
終
日　
追
加
議
案
を
含
め
25
議
案
を
可
決

　
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
お
よ
び
３
常
任
委
員
会
で
の
審
査
内
容
に

つ
い
て
、
各
委
員
長
が
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
議
員
に
よ
る
討
論
を
行

い
、
採
決
の
結
果
、
22
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
専
決
処
分

の
報
告
２
件
と
人
事
案
件
２
件
、
議
員
発
議
に
よ
る
条
例
案
１
件
が
追

加
提
出
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
議
案
も
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

�

（
22
ペ
ー
ジ
～
23
ペ
ー
ジ
）
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〈
議
案
第
９
号　
令
和
６
年
度
島
田
市
一
般
会
計
予
算
〉

〈
議
案
第
９
号　
令
和
６
年
度
島
田
市
一
般
会
計
予
算
〉

Q	

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
改
定
内
容
を
伺
う
。

A	

均
等
割
額
は
１
人
当
た
り
４
万
２
５
０
０
円
か
ら
４
万
７
０
０
０
円
に
、
所
得

割
率
は
８
・
29
％
か
ら
９
・
49
％
に
改
定
さ
れ
る
。

Q	

保
険
料
軽
減
措
置
の
内
容
を
伺
う
。

A	
保
険
料
軽
減
措
置
対
象
者
の
均
等
割
額
の
軽
減
割
合
別
の
見
込
み
人
数
は
、
７

割
軽
減
が
６
０
９
８
人
、
５
割
軽
減
が
２
８
３
２
人
、
２
割
軽
減
が
２
２
４
９

人
で
あ
る
。
軽
減
の
総
額
は
、
約
２
億
９
４
８
８
万
円
で
、
１
人
当
た
り
の
平

均
軽
減
額
は
、
２
万
５
９
１
５
円
で
あ
る
。　

Q	

新
た
に
地
方
就
職
学
生
支
援
金
を
加
え
た
経
緯
を
伺
う
。

A	

大
学
卒
業
後
に
地
方
に
移
住
、就
職
す
る
学
生
を
対
象
に
支
援
す
る
こ
と
で
、若

者
の
地
方
移
住
を
促
進
す
る
。

Q	

交
通
費
の
補
助
を
受
け
る
た
め
の
条
件
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

A	

都
内
に
本
部
が
あ
る
大
学
の
首
都
圏
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
４
年
以
上
在
学
し
、
卒

業
後
に
静
岡
県
内
に
就
職
、
市
内
に
移
住
す
る
意
思
の
あ
る
者
。

Q	

支
援
内
容
と
申
請
方
法
を
伺
う
。

A	

就
職
活
動
に
伴
う
往
復
交
通
費
を
補
助
す
る
。
国・県・市
の
補
助
金
だ
が
、
申

請
か
ら
交
付
ま
で
市
が
一
括
窓
口
と
な
る
。

Q	

事
業
の
経
緯
と
開
催
場
所
を
都
内
に
し
た
理
由
を
伺
う
。

A	

こ
れ
ま
で
首
都
圏
の
会
社
員
・
経
営
者
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
市
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
、
市
内
業
者
・
飲
食
店
な
ど
の
支
援
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を

目
的
に
実
施
し
て
き
た
。
東
京
都
内
、
特
に
東
京
駅
周
辺
は
、
休
日
は
全
国
か

ら
の
観
光
客
、
平
日
は
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
利
用
が
多
く
、
幅
広
い
層
に
島

田
市
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
場
所
と
し
て
選
定
し
た
。

Q	

事
業
に
よ
る
成
果
は
ど
う
か
。

A	

令
和
４
年
度
に
行
っ
た
緑
茶
縁
日
を
き
っ
か
け
に
、
商
品
の
販
路
が
拡
大
し
た

事
例
が
あ
る
。
事
業
拡
大
や
売
り
上
げ
の
向
上
を
目
指
す
。

Q	

事
業
内
容
と
経
費
の
内
訳
を
伺
う
。

A	

旧
金
谷
中
学
校
跡
地
活
用
事
業
に
お
け
る
、
土
地
の
造
成
や
調
整
池
の
整
備
に

か
か
る
費
用
、
駐
車
場
の
整
備
、
市
民
に
開
か
れ
た
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
の
整
備

に
対
す
る
補
助
金
約
５
０
０
０
万
円
と
、
周
辺
の
草
刈
り
、
仮
設
の
外
周
柵
の

撤
去
費
用
約
２
０
０
万
円
で
あ
る
。

Q	

補
助
金
の
財
源
と
静
銀
リ
ー
ス
㈱
が
事
業
を
開
始
す
る
時
期
を
伺
う
。

A	

５
０
０
０
万
円
の
う
ち
２
５
０
０
万
円
は
、
県
の
静
岡
空
港
隣
接
地
域
賑
わ
い

空
間
創
生
事
業
費
補
助
金
を
見
込
ん
で
い
る
。
開
業
の
期
限
は
、
募
集
要
項
で

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で
と
定
め
て
い
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
促
進
事
業
に
つ
い
て

緑
茶
縁
日
実
施
経
費
に
つ
い
て

空
港
周
辺
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
に
つ
い
て

Pick
up 1

Pick
up 4 Pick

up

Pick
up

3

2

〈
議
案
第
９
号　
令
和
６
年
度
島
田
市
一
般
会
計
予
算
〉

〈
議
案
第
15
号　
令
和
６
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
予
算
〉
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これに注目!!

島田第一小学校改築、重層的支援体制の整備を推進！

令和6年度予算を可決しました

　令和６年度に行う事業の予算案が市長から議会に示され、３月13日～15日の３日間で開催された予算・決
算特別委員会の３つの分科会で審査を行いました。３月21日の同委員会で「可決すべき」と決し、３月27日
の本会議最終日に原案のとおり可決されました。
　また、特別会計、公営企業会計についても、委員会審査を経て、本会議最終日に可決されました。
その一部を紹介します。

一般会計予算 417億円
(前年度比29億9,500万円減)

435億7,299万円
(前年度比1億1,323万円増)

特別会計予算
公営企業会計予算

総 額 予 算 852億7,299万円
(前年度比28億8,177万円減)

総務管理費	 46億3,364万円
交通安全対策費	 4億5,420万円
徴税費	 4億2,060万円

児童福祉費	 69億4,940万円
社会福祉費	 63億9,463万円
生活保護費・医療福祉費	 14億3,006万円

老朽化したバス車両の更新
新たな公共交通計画に基づき、令和5年度同様の
運行体制を確保するとともに、老朽化したバス車
両を更新します。

重層的支援体制の整備
制度や分野の枠を超えた困り事を包括的に受け止
め支援する、重層的支援体制の整備に取り組みま
す。

57億5,592万円 147億7,450万円

島田市コミュニティバス 包括的窓口（イメージ図）

総務費 13.8% 民生費 35.4％
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幼稚園費・小学校費・中学校費	 16億3,818万円
保健体育費	 12億1,697万円
社会教育費	 10億5,859万円

道路橋りょう費	 14億 160万円
都市計画費	 12億4,506万円
河川費	 4億1,736万円

保健衛生費	 24億1,354万円
清掃費	 22億1,578万円

公債費	 43億2,110万円

　小学校・中学校の施設を整備改修
島田第一小学校は、新校舎・屋内運動場が完成し、
新グラウンドの整備、南側道路などの整備を実施
します。

みどりの基本計画に基づく整備
みどり幼稚園跡地の公園化整備については、造成
工事に着手します。また急傾斜地崩壊危険区域の
対策工事を進めます。

水環境を守る
クリーンセンター、住宅団地汚水処理施設の計画
的な維持管理、環境美化活動への支援などにより
水環境を守ります。

市債の返済の推進
歳出総額の10.4％にあたる費用を市債の返済に充
てていきます。

45億3,299万円

36億4,176万円

46億2,932万円

43億2,110万円

島田第一小学校

急傾斜対策事業

クリーンセンター

一般会計市債借入残高の推移

教育費 10.9%

土木費　8.7%

衛生費 11.1%

公債費 10.4%

※１万円未満は四捨五入で表記

国民健康保険事業特別会計	 89億9,986万円

介護保険事業特別会計	 93億6,544万円

後期高齢者医療事業特別会計	 16億5,176万円

その他３特別会計	 9億1,916万円

水道事業会計	 20億5,021万円

病院事業会計	 191億4,922万円

公共下水道事業会計	 14億3,735万円

特別会計 公営企業会計209億3,621万円 226億3,678万円
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Q	

子
ど
も
の
医
療
費
の
窓
口
負

担
を
市
が
独
自
に
減
額
す
る

こ
と
に
対
し
、
国
庫
負
担
金

が
減
額
さ
れ
る
部
分
に
つ
い

て
、
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入

れ
を
行
っ
て
い
る
か
伺
う
。

A	
令
和
５
年
度
か
ら
、
県
の
方

針
に
従
い
、
法
定
外
部
分
に

つ
い
て
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
は
行
っ
て
い
な
い
。

援
・
参
加
支
援
に
つ
い
て
は
、

重
層
的
支
援
体
制
整
備
に
係

る
検
討
委
員
会
な
ど
で
在
り

方
を
検
討
し
て
い
く
。

な
お
、
令
和
６
年
度
か
ら
は
、

国
庫
負
担
金
の
減
額
は
廃
止

さ
れ
る
。

Q	

国
や
県
の
制
度
の
支
援
と
、

今
回
の
見
舞
金
は
重
複
し
て

支
給
さ
れ
る
か
。

A	

見
舞
金
な
の
で
、
重
複
し
て

の
支
給
も
可
能
で
あ
る
。

Q	

議
会
か
ら
提
言
し
た
学
校
施

設
の
維
持
修
繕
の
た
め
の
予

算
確
保
に
つ
い
て
、
令
和
６

年
度
当
初
予
算
へ
の
反
映
状

況
は
ど
う
か
。

A	

小
学
校
施
設
管
理
経
費
と
中

学
校
施
設
管
理
経
費
の
修
繕

費
と
工
事
請
負
費
の
総
額
は
、

前
年
比
で
４
８
０
０
万
円
の

増
額
と
な
っ
た
。内
容
は
、五

和
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整

備
、
第
二
小
学
校
の
ト
イ
レ

改
修
工
事
、
北
部
４
小
学
校

の
リ
ー
ス
エ
ア
コ
ン
の
移
設

工
事
な
ど
で
あ
る
。
規
模
が

小
さ
い
工
事
に
対
応
す
る
た

め
の
修
繕
費
は
、
小
学
校
は

１
６
０
万
円
の
減
額
、
中
学

校
は
１
１
０
万
円
の
増
額
と

な
っ
た
。

Q	

議
会
か
ら
提
言
し
た
学
校
給

食
の
価
格
高
騰
分
を
市
が
負

担
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
令

和
６
年
度
当
初
予
算
へ
の
反

映
状
況
は
ど
う
か
。

A	

学
校
給
食
の
原
材
料
費
の
価

格
高
騰
分
を
市
が
負
担
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
令
和
６
年

度
は
国
の
物
価
高
騰
対
応
重

点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
活
用
す
る
。し
か
し
、令

和
７
年
度
以
降
は
、
国
の
交

付
金
の
動
向
に
よ
っ
て
、
給

食
費
の
値
上
げ
も
考
慮
に
入

れ
な
が
ら
、
総
合
的
に
判
断

す
る
。

Q	

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺

う
。

A	

包
括
的
な
相
談
窓
口
は
、
令

和
６
年
度
の
秋
に
設
置
す
る

予
定
。
ま
た
地
域
づ
く
り
支

給
食
の
原
材
料
費
の
価
格
高
騰
は
今
後
の
課
題
で
あ
る

●
学
校
施
設
の
維
持
修
繕

●�

安
全
安
心
な
学
校
給
食
の
提
供

●�

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

令
和
６
年
度

一
般
会
計
予
算

●
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

●�

島
田
市
災
害
見
舞
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

常 任 委 員 会 お よ び
予算・決算特別委員会報告

厚
生
教
育
常
任

員
委

会
・
分
科
会

質・量ともに安全・安心な給食の提供を

常
任
委
員
会

【
解
説
】重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
と
は
？

地
域
住
民
の
複
合
・
複
雑
化
し
た
支
援
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
包
括
的
な
支
援
体
制
を
整

備
す
る
た
め
、
①
相
談
体
制
、
②
参
加
支
援
、

③
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
を
一
体
的
に

実
施
す
る
体
制
を
整
備
す
る
事
業
。
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デ
ジ
タ
ル
商
品
券
は
高
齢
者
に
も
使
い
や
す
い
説
明
を

ハンプを設置し土色に舗装された川越街道

Q	

県
外
か
ら
学
生
を
呼
び
込
も

う
と
す
る
事
業
だ
が
、
地
元

企
業
側
の
受
け
入
れ
の
取
り

組
み
状
況
は
ど
う
か
。

A	

志
太
３
市
や
県
と
も
連
携
し

て
就
職
合
同
説
明
会
な
ど
を

行
い
、
人
材
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

Q	

令
和
６
年
度
以
降
の
国
か
ら

の
補
助
金
の
額
を
伺
う
。

A	

有
機
農
業
の
実
施
計
画
を
期

間
５
年
間
と
し
て
策
定
す
る
。

策
定
に
か
か
る
交
付
金
と
し

て
、
令
和
６
年
度
に
１
０
０

０
万
円
、
２
年
目
に
８
０
０

万
円
、
３
年
目
に
６
０
０
万

円
を
上
限
に
交
付
さ
れ
る
。

Q	

令
和
５
年
度
か
ら
改
善
し
た

点
は
何
か
。

A	

再
造
林
の
補
助
事
業
を
検
討

し
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
植
林
が
や
り
や
す
い
事

業
を
創
設
し
た
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
、
１
階
に
市

民
が
利
用
で
き
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
を
設
置
す
る
ほ
か
、
島
田
市
国

際
交
流
協
会
、
島
田
市
ス
ポ
ー
ツ

協
会
、
島
田
市
文
化
協
会
が
入
居

す
る
。
２
階
は
島
田
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
が
入
居
す
る
。

　

８
事
業
所
か
ら
応
募
が
あ
り
、

大
賞
に
ナ
カ
ダ
産
業
株
式
会
社
が
、

特
別
賞
に
は
有
限
会
社
キ
ム
ラ
加

工
と
株
式
会
社
関
本
管
工
が
選
ば

れ
た
。

　
川
越
遺
跡
の
街
道
舗
装
整
備
工

事
が
完
了
し
た
。
道
路
３
３
０
メ

ー
ト
ル
を
土
色
に
舗
装
し
、
当
時

の
景
観
の
再
現
に
努
め
た
。
車
両

の
速
度
を
減
速
さ
せ
る
た
め
の
減

速
帯
ハ
ン
プ
を
２
か
所
設
置
し
た

ほ
か
、
川
越
街
道
す
べ
て
で
法
定

速
度
を
時
速
30
キ
ロ
規
制
に
変
更

し
た
。

Q	

デ
ジ
タ
ル
が
苦
手
な
方
へ
の

対
応
は
ど
う
す
る
か
。

A	

高
齢
者
な
ど
の
不
得
手
な
方

に
は
、
操
作
説
明
動
画
の
作

成
や
説
明
会
を
行
う
こ
と
で
、

Ｐ
Ｒ
を
十
分
行
う
。

Q	

事
業
概
要
を
伺
う
。

A	

令
和
６
年
度
は
川
会
所
の
移

築
設
計
を
行
い
、
令
和
７
年

度
の
移
築
を
予
定
し
て
い
る
。

令
和
６
年
度

一
般
会
計
予
算

●
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
促
進
事
業

●
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

推
進
事
業

●
森
林
環
境
整
備
促
進
事
業

●
プ
ラ
ザ
お
お
る
り
東
館
入
居
予

定
の
外
郭
団
体
に
つ
い
て

●
島
田
市
人
を
大
切
に
す
る
経
営

大
賞
の
選
考
に
つ
い
て

●
島
田
宿
大
井
川
川
越
遺
跡　
街

道
舗
装
整
備
工
事
に
つ
い
て

●
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
デ
ジ
タ
ル
商

品
券
事
業

●
川
越
遺
跡
整
備
事
業

経
済
建
設
常
任

員
委

会
・
分
科
会

常
任
委
員
会

４
年
目
以
降
は
対
象
外
の
た

め
、
補
助
金
メ
ニ
ュ
ー
を
探

し
な
が
ら
進
め
る
。

令
和
９
年
度
以
降
に
札
場
な

ど
を
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。
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総
務
生
活
常
任

員
委

会
・
分
科
会

多くの来場者があった令和４年度の緑茶縁日

Q	

議
会
か
ら
提
言
し
た
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

の
予
算
確
保
に
つ
い
て
、
令

和
６
年
度
当
初
予
算
へ
の
反

映
状
況
は
ど
う
か
。

A	

議
会
か
ら
の
提
言
ど
お
り
、

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
令
和
６
年
度

は
、
緑
茶
縁
日
実
施
経
費
と

し
て
、
１
４
５
０
万
円
を
計

上
し
、
茶
業
の
振
興
を
含
め
、

島
田
市
が
お
茶
の
ま
ち
で
あ

る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
つ
つ
、
大

井
川
流
域
の
魅
力
を
発
信
す

る
。
令
和
４
年
度
以
来
２
年

ぶ
り
に
、
７
月
に
東
京
駅
に

て
開
催
す
る
。

Q	

議
会
か
ら
提
言
し
た
移
住
・

定
住
促
進
事
業
の
予
算
確
保

に
つ
い
て
、
令
和
６
年
度
当

初
予
算
へ
の
反
映
状
況
は
ど

う
か
。

A	

島
田
市
を
紹
介
し
、
移
住
・

定
住
に
つ
な
げ
る
た
め
の
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
、

住
ん
で
ご
島
田
の
動
画
再
生

回
数
は
、
１
３
０
万
回
を
超

え
て
い
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ
を

充
実
さ
せ
、
さ
ら
な
る
魅
力

の
発
信
に
努
め
る
。

Q	

消
防
団
員
の
確
保
の
た
め
に

は
、
活
動
の
負
担
の
軽
減
が

必
要
で
あ
る
。
静
岡
県
消
防

協
会
と
の
調
整
な
ど
を
求
め

る
。

A	

操
法
大
会
な
ど
の
訓
練
に
つ

い
て
、
出
場
ま
で
に
か
な
り

の
時
間
を
要
し
て
お
り
、
負

担
が
大
き
か
っ
た
と
認
識
し

て
い
る
。
令
和
６
年
度
以
降

に
つ
い
て
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご

と
に
出
場
す
る
形
に
変
更
す

る
た
め
、
操
法
大
会
に
対
す

る
負
担
は
若
干
少
な
く
な
る

と
想
定
し
て
い
る
。た
だ
、訓

練
を
通
じ
て
、
消
防
ポ
ン
プ

車
の
取
り
扱
い
や
消
火
方
法

を
身
に
つ
け
る
意
味
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
も
静
岡
県

消
防
協
会
を
通
じ
て
考
え
て

い
き
た
い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
入
っ

て
い
る
電
子
証
明
書
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
搭
載
す
る
こ
と
で
、
印

鑑
証
明
の
申
請
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
み
で
行
う
こ
と
が
可
能

に
な
る
。

　
事
業
者
は
、
県
の
開
発
行
為
の

手
続
き
を
は
じ
め
、
事
業
に
伴
う

許
認
可
手
続
き
を
進
め
る
。
市
は

事
業
者
と
随
時
意
見
交
換
し
、
周

辺
環
境
の
整
備
な
ど
の
支
援
を
行

う
。

令
和
６
年
度

一
般
会
計
予
算

●
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進

事
業

●
移
住
・
定
住
促
進
事
業

●
消
防
団
活
動
経
費

●
島
田
市
印
鑑
条
例
及
び
島
田
市

手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

●
旧
金
谷
中
学
校
跡
地
活
用
事
業

常
任
委
員
会

積
極
的
に
島
田
市
の
魅
力
発
信
を
！
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Q	

令
和
６
年
度
は
、
中
小
企
業
者
等
燃

料
価
格
高
騰
対
策
給
付
金
事
業
が
予

算
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
、
弾

力
的
な
対
応
が
必
要
だ
が
、
除
外
し

た
理
由
を
伺
う
。

A	

申
請
数
の
減
少
、
国
の
ガ
ソ
リ
ン
高

騰
に
対
す
る
補
助
の
実
施
も
判
断
要

素
と
な
っ
た
。
国
・
県
の
支
援
の
動

向
も
考
慮
し
な
が
ら
、
直
接
的
支
援

か
ら
、
経
済
効
果
が
広
が
る
支
援
に

か
じ
を
切
っ
た
。

Q	

創
業
や
第
二
創
業
は
、
雇
用
の
創
出
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
な
ど
、
地
域

社
会
の
持
続
的
発
展
に
欠
か
す
こ
と

が
で
き
な
い
要
素
で
あ
る
。
販
路
開

拓
を
は
じ
め
、
現
行
の
補
助
制
度
の

要
件
緩
和
も
含
め
、
力
を
入
れ
て
い

た
だ
き
た
い
分
野
と
考
え
て
い
る
が

ど
う
か
。

A	
今
後
も
補
助
制
度
と
併
せ
、
専
門
家

に
よ
る
個
別
相
談
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

を
実
施
し
て
い
く
。

Q	

国
は
２
０
３
０
年
に
農
林
水
産
物
な

ど
の
輸
出
額
５
兆
円
規
模
を
目
指
す

と
し
、
さ
ら
に
は
、
茶
を
輸
出
重
点

緑茶の輸出額は顕著な伸びを示している

令
和
６
年
度
の

市
内
経
済
施
策
を
問
う
！

石
いし
川
かわ
晋
しん
太
た
郎
ろう
 議員

清流の風

代表質問
（一問一答）

一
般
質
問

本会議の動画は、インターネットの録画配信で！

島田市議会　映像 検索
クリック!

市
長
に
質た

だ

す
！

　
市
の
方
針
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
す
る
内
容
全
般
に
つ
い
て
、
市
議
会

議
員
が
市
長
や
執
行
機
関
に
質
問
す
る
こ
と
を
「
一
般
質
問
」
と
い
い
ま
す
。

　
島
田
市
議
会
の
一
般
質
問
は
、
年
4
回
の
定
例
会
で
各
議
員
に
よ
る
「
個
人
質

問
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
、
２
月
定
例
会
で
は
会
派
の
中
か
ら
質

問
者
を
選
び
、
代
表
し
て
「
代
表
質
問
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

QRコードから、当日の様子をご覧いただけます。

一
般
質
問
は
２
方
式
か
ら
選
択

①
一
問
一
答
方
式
…
議
員
の
質
問
と
市
長
等
の
答
弁
を
、
一

つ
ず
つ
交
互
に
行
い
ま
す
。
代
表
質
問

で
は
60
分
以
内
、
個
人
質
問
で
は
50
分

以
内
で
質
問
と
答
弁
の
双
方
を
行
い
ま

す
。

②
包
括
方
式
…
…
…
議
員
が
ま
と
め
て
３
回
ま
で
質
問
を
行

い
、
市
長
等
も
ま
と
め
て
答
弁
を
行
い

ま
す
。質
問
時
間
は
答
弁
を
含
め
ず
、代

表
質
問
で
は
40
分
以
内
、
個
人
質
問
で

は
30
分
以
内
で
質
問
を
行
い
ま
す
。

品
目
に
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
内
の
茶
輸
出
に
と
っ
て
大
き
な
プ

ラ
ス
材
料
で
あ
る
。
施
政
方
針
で
は
、

有
機
農
業
の
産
地
づ
く
り
に
取
り
組

む
と
の
こ
と
だ
が
、
令
和
６
年
度
は
、

有
機
農
業
実
施
計
画
の
策
定
を
経
て
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
を
す

る
流
れ
と
な
る
か
。

A	

国
は
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣

言
を
条
件
と
し
て
い
る
。
そ
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
感
で
進
め
て
い
く
。

※一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。
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Q	

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
お
け

る
重
度
心
身
障
害
者
・
障
害
児
へ
の

支
援
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

A	

支
援
者
が
包
括
的
に
連
携
し
、
本
人

だ
け
で
な
く
、
家
庭
で
抱
え
て
い
る

課
題
の
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
。

Q	

要
望
が
あ
る
長
期
休
暇
中
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
体
制
変
更
は
あ
る
か
。

A	

保
護
者
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
整

備
の
た
め
、
開
所
時
間
を
30
分
前
倒

し
、
７
時
半
か
ら
受
け
入
れ
る
。

Q	

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
東

京
駅
で
開
催
す
る
緑
茶
縁
日
の
新
た

な
取
り
組
み
は
。

A	

島
田
市
を
体
感
で
き
る
演
出
に
加
え
、

観
光
案
内
や
移
住
相
談
、
ふ
る
さ
と

納
税
な
ど
の
広
報
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
展
開
を
考
え
て
い
る
。

Q	

令
和
７
年
開
催
予
定
の
地
紅
茶
サ
ミ

ッ
ト
へ
の
支
援
体
制
の
考
え
は
。

A	

ス
ム
ー
ズ
に
開
催
で
き
る
よ
う
、
会

場
や
開
催
日
な
ど
、
実
行
委
員
会
の

意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
協
力
し
て
い

く
。

Q	

災
害
時
の
生
活
用
水
を
確
保
す
る
た

め
に
、
災
害
時
協
力
井
戸
登
録
制
度

の
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

A	

市
内
に
あ
る
１
６
０
の
井
戸
を
所
有

し
て
い
る
事
業
者
な
ど
と
協
定
を
結

び
、
家
庭
用
の
井
戸
は
地
域
で
共
助

が
図
れ
る
よ
う
自
主
防
災
組
織
な
ど

に
井
戸
の
把
握
を
促
し
て
い
き
た
い
。

Q	

災
害
用
井
戸
掘
削
経
費
の
助
成
は
。

A	

自
主
防
災
組
織
が
、
災
害
用
井
戸
を

公
会
堂
な
ど
に
設
け
る
な
ら
ば
、
自

主
防
災
組
織
育
成
対
策
補
助
金
の
対

象
事
業
と
し
て
調
査
し
、
補
助
上
限

や
時
期
な
ど
を
精
査
し
て
い
き
た
い
。

全線開通が求められる大井川鐵道（合格駅にて）

来る6月改訂版防災ガイドブックを配布予定

Q	

ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と
し
て
重
要
な

原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
の
考
え
は
。

A	

原
子
力
災
害
発
生
時
の
安
全
・
安
心

な
避
難
誘
導
手
段
が
確
実
に
担
保
さ

れ
な
け
れ
ば
容
認
で
き
な
い
。

Q	

新
し
い
公
共
交
通
へ
の
取
り
組
み
は
。

A	
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
デ
マ
ン

ド
交
通
な
ど
調
査
・
研
究
し
て
い
る
。

Q	
大
井
川
鐵
道
の
復
旧
の
動
向
は
。

A	

関
係
団
体
が
検
討
し
て
い
る
が
、
財

政
負
担
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

令
和
６
年
度
の

取
り
組
み
を
問
う
！

災
害
時
協
力
井
戸
確
保

井
戸
掘
削
費
事
業
化
へ

清
し
水
みず
唯
ただ
史
し
 議員

村
むら
田
た
千
ち
鶴
づ
子
こ
 議員

創造島田

緑風しまだ

代表質問

代表質問

（一問一答）

（一問一答）
社
会
的
弱
者
の
視
点
を

Q	

避
難
所
に
お
い
て
社
会
的
弱
者
に
対

し
て
配
慮
す
べ
き
事
項
と
課
題
は
。

A	
一
般
避
難
者
と
別
に
専
用
ス
ペ
ー
ス

や
部
屋
を
確
保
す
る
。
要
配
慮
者
の

方
は
、
年
齢
や
障
害
の
種
別
、
程
度
、

体
調
な
ど
、
個
々
の
状
態
に
よ
り
異

な
り
、
配
慮
す
べ
き
事
項
が
多
岐
に

わ
た
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

※一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

Q	

避
難
所
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
確
保
は
ど

れ
く
ら
い
で
き
て
い
る
か
。

A	

原
則
は
全
て
の
避
難
所
で
確
保
す
べ

き
こ
と
だ
が
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
確
認
で
き
る
24
か
所
の
う
ち

22
か
所
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。

Q	

社
会
的
弱
者
に
対
し
て
困
り
事
な
ど

の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
態
調
査
の
考
え
は
。

A	

災
害
時
に
お
け
る
要
配
慮
者
の
ニ
ー

ズ
調
査
は
避
難
所
運
営
に
お
い
て
重

要
で
あ
る
と
の
認
識
は
持
っ
て
お
り
、

考
え
て
い
き
た
い
。
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Q	

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
意
義
は

何
か
。

A	

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
や
本
市

の
フ
ァ
ン
を
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
る
。

Q	

島
田
市
を
認
知
し
、
興
味
・
関
心
を

持
っ
て
く
れ
た
人
た
ち
に
対
し
、
ど

の
よ
う
な
行
動
を
期
待
す
る
か
。

A	

本
市
に
観
光
に
来
た
り
、
ふ
る
さ
と

納
税
を
し
た
り
す
る
な
ど
、
実
際
の

行
動
に
よ
っ
て
本
市
と
の
関
係
を
構

築
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

Q	

目
標
に
対
す
る
結
果
を
検
証
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

A	

市
民
意
識
調
査
で
、
島
田
市
の
こ
と

が
好
き
か
と
い
う
質
問
を
設
定
し
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
有
効
な
検

証
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
指
標
を
設

定
す
る
こ
と
に
よ
り
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
の
効
果
測
定
を
行
う
こ
と

は
、
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

島田駅北口の看板

Q	

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
掛
か
ら
な
い
。

特
に
中
山
間
地
域
の
少
子
高
齢
化
は

深
刻
。
北
部
地
区
で
は
、
過
疎
化
に

拍
車
が
掛
か
り
、
一
部
小
学
校
が
閉

校
し
た
。
市
の
少
子
化
対
策
の
具
体

策
は
何
か
。

A	

子
育
て
世
帯
が
安
心
し
て
子
育
て
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

島
田
市
版
ネ
ウ
ボ
ラ
、し
ま
い
く
＋

プ
ラ
ス

な
ど
、伴
走
型
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

Q	

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
と
は
何

か
。

A	

現
状
の
属
性
別
あ
る
い
は
縦
割
り
の

支
援
体
制
で
は
対
応
が
困
難
と
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
令
和

３
年
４
月
に
改
正
さ
れ
た
社
会
福
祉

法
に
基
づ
く
地
域
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
で
あ
る
。
分
野

を
問
わ
な
い
相
談
支
援
、
参
加
支
援
、

地
域
づ
く
り
支
援
な
ど
を
一
体
的
に

行
う
。

Q	

経
済
基
盤
づ
く
り
の
一
環
と
位
置
づ

け
て
い
る
茶
業
の
振
興
状
況
は
、
茶

農
家
の
高
齢
化
に
伴
い
後
継
者
不
足

と
な
っ
て
い
る
。
既
に
市
内
に
は
閉

茶業の振興を目指す取り組みを

鎖
さ
れ
た
茶
農
協
も
あ
る
。
茶
の
普

及
の
状
況
は
ど
う
か
。

A	

関
係
団
体
で
は
茶
に
親
し
ん
で
も
ら

う
取
り
組
み
を
、
市
で
は
茶
の
Ｐ
Ｒ

の
た
め
首
都
圏
で
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
出
店
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

Q	

施
策
の
効
果
の
見
え
る
化
が
必
要
と

考
え
る
が
、
島
田
市
の
荒
茶
生
産
高

の
把
握
は
で
き
て
い
る
か
。

A	

荒
茶
の
生
産
高
は
、
流
通
が
複
雑
多

岐
で
把
握
で
き
て
い
な
い
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

成
果
・
検
証
を
！

施
政
方
針
と
予
算
大
綱
の

具
体
策
は
何
か

森
もり
　伸
しん
一
いち
 議員

四
よ
ツ
つ
谷
や
恵
めぐみ
 議員

島田市民会議

日本共産党島田市議団

代表質問

代表質問

（一問一答）

（一問一答）

浜
岡
原
発
は
廃
炉
に
！

Q	

浜
岡
原
発
に
つ
い
て
、
再
稼
働
中
止

は
も
ち
ろ
ん
、
廃
炉
に
す
べ
き
だ
と

思
う
が
、
市
長
の
見
解
は
い
か
が
か
。

A	

令
和
５
年
の
市
民
意
識
調
査
や
経
済

団
体
の
要
望
な
ど
か
ら
、
原
発
を
活

用
す
る
意
向
が
強
ま
っ
て
い
る
と
感

じ
る
。浜
岡
原
発
に
つ
い
て
、中
長
期

的
に
は
廃
炉
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

い
る
が
、
国
の
原
子
力
政
策
に
関
わ

る
重
大
案
件
で
あ
り
、
今
後
の
動
向

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
発
災

時
の
市
民
の
安
全
・
安
心
な
避
難
誘

導
手
段
が
担
保
さ
れ
る
ま
で
は
、
再

稼
働
は
容
認
で
き
な
い
。

※一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。
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Q	

災
害
が
起
こ
る
た
び
に
行
政
の
避
難

情
報
に
批
判
が
起
き
る
。
近
年
の
異

常
気
象
は
想
定
外
の
豪
雨
や
、
発
生

確
率
の
低
い
地
域
で
の
地
震
災
害
な

ど
、
予
測
不
可
能
な
災
害
が
起
き
る

こ
と
が
当
た
り
前
と
な
っ
た
。
災
害

が
変
化
し
て
い
る
こ
と
、
自
身
を
守

る
防
災
知
識
の
普
及
が
急
務
だ
。
防

災
教
育
は
ど
う
か
。

A	

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
こ
と
に
尽

き
る
。
住
民
自
ら
気
象
情
報
な
ど
の

収
集
に
努
め
、
避
難
情
報
発
令
の
際

は
直
ち
に
避
難
し
て
ほ
し
い
。

Q	

能
登
半
島
地
震
の
死
者
の
９
割
が
建

物
倒
壊
に
よ
る
も
の
だ
。
住
宅
耐
震

化
率
は
90
・
７
％
だ
。
目
標
の
95
％

以
上
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

A	

予
算
の
範
囲
内
で
は
あ
る
が
、
防
災

ベ
ッ
ド
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
、
家
具

転
倒
防
止
工
事
な
ど
と
併
せ
、
市
民

に
周
知
し
て
い
き
た
い
。

Q	

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
で
も
建
物
・
医
療
機
器
の
被

害
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。し
か
し
、周

辺
は
液
状
化
や
、
震
度
７
の
想
定
箇

耐震シェルターおよび耐震ベッド

所
が
あ
る
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
被
災

し
た
際
の
機
能
維
持
は
ど
う
か
。

A	

災
害
拠
点
病
院
と
し
て
、
自
家
発
電

の
燃
料
、
医
薬
品
・
食
料
・
水
な
ど

を
３
日
分
備
蓄
し
て
い
る
。

Q	

市
内
に
ヘ
リ
の
離
着
陸
が
で
き
な
い

地
区
が
25
か
所
あ
る
。
食
料
輸
送
や

人
命
救
助
な
ど
、
自
衛
隊
と
情
報
交

換
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A	

市
内
で
の
活
動
拠
点
の
確
認
や
、
防

災
訓
練
な
ど
連
携
し
て
い
る
。

Q	

川
根
町
と
の
合
併
以
降
の
民
生
費
の

推
移
と
、
２
０
４
０
年
に
予
想
さ
れ

る
民
生
費
の
予
算
額
は
。

A	

合
併
後
の
16
年
間
で
約
２
倍
の
１
４

７
億
円
に
増
加
し
た
。
２
０
１
８
年

度
と
比
べ
、
約
１
・
６
倍
に
な
る
見

通
し
。

Q	

ひ
き
こ
も
り
や
生
活
困
窮
な
ど
の
複

雑
化
し
た
課
題
へ
の
、
今
ま
で
の
取

り
組
み
状
況
は
。

A	

関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
取
り
組

ん
で
き
た
が
、
課
題
も
多
か
っ
た
。

Q	

複
雑
化
し
た
社
会
問
題
に
寄
り
添
い

支
援
す
る
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
が
段
階
的
に
始
ま
る
。
具
体
的

な
取
り
組
み
、
予
算
・
組
織
を
伺
う
。

A	

本
年
１
月
に
庁
内
に
検
討
委
員
会
・

作
業
部
会
を
設
置
し
た
。
令
和
６
年

度
は
福
祉
課
職
員
の
増
員
、
予
算
２

４
０
万
円
を
計
上
し
、
包
括
的
な
相

談
支
援
体
制
を
構
築
す
る
。

Q	

複
雑
化
し
た
問
題
に
は
伴
走
型
支
援

が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
対
応
は
。

A	

専
門
性
を
生
か
し
た
チ
ー
ム
で
対
応

す
る
。 

市民に寄り添った相談窓口

地
域
共
生
社
会
の
実
現
と

新
た
な
地
域
づ
く
り

命
を
守
る
！地域

防
災
計
画

天
あま
野
の
　弘
ひろし
 議員

八
や
木
ぎ
伸
のぶ
雄
お
 議員

輝く島田

代表質問

個人質問

（包括）

（一問一答）

Q	

重
層
事
業
に
お
い
て
地
域
づ
く
り
は

重
要
。
新
し
い
地
域
運
営
組
織
づ
く

り
に
取
り
組
む
考
え
が
あ
る
か
。

A	

同
組
織
の
設
立
に
は
、
地
域
が
覚
悟

を
持
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。現

在
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
地
域
と
行
政

で
行
い
、
意
識
醸
成
と
合
意
形
成
を

進
め
、
人
材
の
育
成
を
図
る
。

Q	
市
長
が
描
く
地
域
共
生
社
会
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

A	

地
域
住
民
が
問
題
を
我
が
事
と
し
、

丸
ご
と
つ
な
が
る
社
会
で
あ
る
。

※一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。
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茶園の基盤整備

東町八幡神社にある増田五郎右衛門氏慰霊碑

Q	

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
始
ま
っ
た
市
の
経
済

対
策
に
つ
い
て
の
総
括
を
伺
う
。

A	

令
和
２
年
度
か
ら
５
年
度
ま
で
の
４

年
間
に
、
経
済
対
策
に
要
す
る
経
費

と
し
て
11
億
３
６
０
０
万
円
を
投
じ

た
。
こ
の
う
ち
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ク
ー
ポ

ン
な
ど
の
事
業
に
よ
り
、
事
業
者
と

市
民
が
広
く
恩
恵
を
享
受
で
き
た
と

認
識
し
て
い
る
。

Q	

当
市
の
今
の
経
済
状
況
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

A	

景
況
判
断
を
示
す
Ｄ
Ｉ
は
０
で
あ
り
、

コ
ロ
ナ
禍
前
の
マ
イ
ナ
ス
21
を
踏
ま

え
る
と
、
総
じ
て
回
復
基
調
だ
。

Q	

地
域
固
有
の
課
題
を
踏
ま
え
、
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

A	

お
び
サ
ポ
で
の
個
別
相
談
、
セ
ミ
ナ

ー
交
流
会
で
の
情
報
提
供
、
国
な
ど

が
補
完
で
き
な
い
補
助
制
度
な
ど
で

支
援
し
て
い
く
。

Q	

外
国
人
と
の
多
文
化
共
生
に
基
づ
く

施
策
は
市
民
が
望
ん
で
い
る
の
か
。

A	

多
文
化
共
生
に
つ
い
て
は
市
民
意
識

に
も
表
れ
て
お
り
、
必
要
な
取
り
組

み
で
あ
る
。

Q	

我
が
国
日
本
は
ご
先
祖
様
が
次
の
世

代
の
た
め
に
残
し
て
く
れ
た
。
外
国

人
を
呼
び
込
む
た
め
に
私
た
ち
が
合

わ
せ
る
の
は
お
か
し
い
。
海
外
か
ら

来
る
人
に
日
本
を
理
解
し
て
も
ら
う

の
が
本
来
の
多
文
化
共
生
で
は
な
い

か
。

A	

こ
れ
か
ら
も
外
国
人
労
働
者
は
増
え

て
い
く
。
選
ば
れ
る
島
田
市
に
な
る

た
め
に
、
外
国
人
で
働
い
て
く
れ
る

人
の
生
活
環
境
も
考
え
て
い
く
。

Q	

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
令
和
４
年
度
の

実
績
は
。

A	

総
額
３
億
１
１
８
１
万
円
。

Q	

焼
津
市
は
１
０
０
億
円
を
超
え
た
。

島
田
市
も
本
気
で
ふ
る
さ
と
納
税
を

進
め
る
た
め
に
組
織
改
正
で
ふ
る
さ

と
納
税
課
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

A	

４
月
か
ら
広
報
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

を
設
置
し
、ふ
る
さ
と
納
税
と
移
住・

Q	

市
は
農
業
と
農
地
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

A	

農
業
経
営
の
効
率
化
や
生
産
性
の
向

農
地
基
盤
整
備
事
業
の
取
り
組
み

定
住
の
担
当
部
署
を
併
せ
る
組
織
改

正
を
行
う
。

Q	

定
住
人
口
を
増
や
す
に
は
人
口
流
出

し
な
い
方
法
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

地
域
の
偉
人
を
伝
え
る
こ
と
で
、
地

域
へ
の
愛
着
や
誇
り
が
自
己
肯
定
感

に
つ
な
が
り
、
地
域
の
た
め
に
生
き

て
い
く
心
と
な
り
、
定
住
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。

A	

増
田
五
郎
右
衛
門
氏
、
中
條
景
昭
氏
、

長
谷
川
藤
兵
衛
氏
な
ど
、
学
校
の
中

で
大
切
に
指
導
し
て
い
く
。

地
域
経
済
を
発
展
さ
せ
る

市
の
取
り
組
み
は
！

市
民
目
線
の
政
策
と

住
み
や
す
く
す
る
方
法
は

提
さげ
坂
さか
大
だい
介
すけ
 議員

曽
そ
根
ね
達
たつ
裕
ひろ
 議員

個人質問

個人質問

（一問一答）

（一問一答）

※一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

上
を
目
的
に
、
基
盤
整
備
や
農
地
中

間
管
理
機
構
を
活
用
し
て
担
い
手
へ

の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
進
め
る
。

Q	

地
域
計
画
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
よ
う
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
意

見
が
出
て
い
た
か
。

A	

ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
、
機
械
化
が
可

能
と
な
る
農
地
の
基
盤
整
備
が
必
要

と
の
共
通
し
た
意
見
が
あ
っ
た
。

Q	

将
来
の
農
地
に
対
す
る
方
針
を
伺
う
。

A	

集
積
・
集
約
化
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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Q	

当
市
は
食
品
ロ
ス
に
つ
い
て
ど
の
程

度
の
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る
か
。

A	

大
量
の
食
品
が
廃
棄
さ
れ
て
い
る
現

状
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

Q	

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
る

か
。

A	

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
や
学
校
教
育
の

中
で
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

Q	

国
で
は
３
０
１
０
運
動
を
推
進
し
て

い
る
。
島
田
市
で
は
や
っ
て
い
る
か
。

A	

外
部
に
先
駆
け
て
市
の
職
員
に
呼
び

掛
け
て
い
る
。
今
後
市
民
向
け
に
啓

発
す
る
。
併
せ
て
、
安
心
し
て
持
ち

　
　
帰
り
を
お
願
い
で
き
る
店
で
あ
る
か

を
判
別
す
る
表
示
と
し
て
、
ｍ
ｏ
ｔ

ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｏ（
環
境
省
が
提
唱
す
る
、飲

食
店
で
食
べ
き
れ
な
か
っ
た
料
理
を

持
ち
帰
る
行
為
の
愛
称
）
の
普
及
も

し
た
い
。

Q	

飲
食
店
で
の
持
ち
帰
り
に
は
営
業
許

可
の
ほ
か
に
特
別
な
許
可
は
い
る
か
。

A	

持
ち
帰
り
に
対
し
て
、
新
た
な
許
可

は
必
要
な
い
と
確
認
し
て
い
る
。

Q	

こ
う
し
た
活
動
を
推
進
す
る
た
め
に

食
品
ロ
ス
削
減
推
進
計
画
を
策
定
し

Q	

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
対
象
と
な

る
年
齢
、
条
件
は
。

A	

全
て
の
妊
産
婦
、
子
育
て
世
帯
、
こ

ど
も
を
対
象
と
し
て
相
談
を
行
う
機

関
で
、
児
童
福
祉
法
に
よ
る
対
象
年

齢
は
０
歳
か
ら
18
歳
未
満
の
児
童
。

Q	

年
齢
（
18
歳
）
で
区
切
る
の
か
。

A	

法
律
上
、
明
確
な
根
拠
規
定
は
な
い
。

国
と
し
て
18
歳
以
上
の
若
者
も
含
め

た
支
援
対
象
を
明
文
化
す
る
動
き
が

あ
る
の
で
注
視
し
た
い
。
切
れ
目
の

な
い
支
援
が
必
要
。
相
談
者
が
抱
え

る
課
題
と
、
こ
れ
を
対
応
す
る
課
と

連
携
し
て
い
き
た
い
。

Q	

連
携
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ど
こ
の
機

関
が
有
機
的
に
対
応
す
る
の
か
。

A	

福
祉
課
、
包
括
ケ
ア
推
進
課
、
長
寿

介
護
課
、
社
会
教
育
課
な
ど
と
連

携
・
対
応
し
た
い
。
重
層
的
支
援
体

制
整
備
事
業
に
よ
り
、
複
合
的
な
課

題
、
ま
た
は
間
の
課
題
を
相
談
で
き

る
体
制
が
強
化
さ
れ
る
。

Q	

こ
ど
も
計
画
策
定
の
進
捗
状
況
は
ど

う
か
。

A	

市
内
在
住
の
就
学
前
児
童
や
小
学
生

家で消費しきれないものはフードバンクへ

こども家庭センターのイメージ図

の
い
る
家
庭
、
小
学
生
や
中
学
生
と

そ
の
保
護
者
、
高
校
生
や
若
者
な
ど

を
対
象
に
実
態
把
握
調
査
を
実
施
し

て
い
る
。
令
和
６
年
度
に
新
た
な
計

画
を
策
定
す
る
予
定
。

Q	

島
田
市
で
は
こ
ど
も
・
若
者
基
本
条

例
制
定
の
考
え
は
な
い
か
。

A	

条
例
を
作
ら
な
い
と
は
言
っ
て
い
な

い
。
今
、
島
田
市
子
ど
も
計
画
策
定

に
全
力
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
後
に

考
え
た
い
。

て
は
ど
う
か
。

A	

令
和
６
年
度
に
策
定
す
る
一
般
廃
棄

物
処
理
基
本
計
画
の
中
に
き
ち
ん
と

位
置
づ
け
て
い
く
。
ま
た
令
和
６
年

度
は
、
令
和
８
年
度
以
降
の
第
３
次

島
田
市
総
合
計
画
の
策
定
準
備
を
行

う
。
そ
の
中
で
ま
ず
は
し
っ
か
り
と

食
品
ロ
ス
に
関
し
て
の
記
述
を
設
け

て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た

い
。

こ
ど
も
・
若
者
施
策
は

島
田
市
に
重
要
だ

減
ら
そ
う
。
食
品
ロ
ス
。

横
よこ
田
た
川
がわ
真
まさ
人
と
 議員

大
おお
石
いし
節
せつ
雄
お
 議員

個人質問

個人質問

（一問一答）

（一問一答）

※一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。
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教
育
委
員
会
の
学
校
教
育
課
が
中
心

に
な
り
事
務
局
を
担
う
。

Q	

中
学
校
部
活
の
地
域
移
行
に
関
し
、

令
和
４
・
５
年
度
は
何
を
行
っ
た
か
。

A	

市
役
所
内
の
関
係
課
で
協
議
し
て
き

た
。
島
田
市
新
た
な
地
域
ク
ラ
ブ
連

絡
協
議
会
を
設
置
し
た
。
ま
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
も
実
施
し
た
。

Q	

課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
何
か
。

A	

活
動
の
受
け
皿
と
な
る
運
営
団
体
や

指
導
者
確
保
が
課
題
で
、
一
足
飛
び

に
地
域
ク
ラ
ブ
へ
の
移
行
は
難
し
い
。

Q	

物
事
を
進
め
る
に
は
準
備
期
間
が
必

要
だ
。
令
和
９
年
度
に
移
行
す
る
な

ら
ば
、
少
な
く
と
も
令
和
７
・
８
年

度
に
は
プ
レ
組
織
を
試
行
し
て
や
っ

て
み
る
べ
き
だ
。
こ
れ
か
ら
令
和
６

～
８
年
度
は
何
を
や
っ
て
い
く
の
か
。

A	

休
日
の
部
活
動
地
域
化
に
つ
い
て
は
、

関
係
団
体
と
で
き
る
こ
と
か
ら
行
っ

て
い
く
。
文
部
科
学
省
は
令
和
９
年

度
に
絶
対
移
行
し
ろ
と
は
言
っ
て
い

な
い
。
目
途
と
考
え
て
い
る
。

Q	

結
局
ど
こ
が
中
心
に
な
っ
て
進
め
る

の
か
。

A	

ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
文
化
協
会
が
ト
ッ

プ
に
な
る
の
は
難
し
い
。
当
分
の
間
、

Q	

能
登
で
は
新
し
い
住
宅
も
倒
壊
し
て

い
た
。
静
岡
県
の
予
測
で
は
市
内
の

７
５
０
０
棟
が
全
壊
す
る
と
し
て
い

る
。
２
０
０
０
年
版
の
新
耐
震
基
準

化
の
補
助
が
必
要
だ
。
国
に
要
望
す

れ
ば
補
助
が
受
け
ら
れ
る
。
ど
う
か
。

A	

制
度
的
に
は
で
き
る
が
、
ま
ず
は
１

９
８
１
年
以
前
の
建
物
の
耐
震
化
の

事
業
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

Q	

応
急
危
険
度
判
定
で
危
険
と
判
断
さ

れ
た
、
傾
い
た
住
宅
で
生
活
し
て
い

る
被
災
者
が
多
数
い
た
。災
害
時
、島

田
市
の
対
応
は
ど
う
す
る
か
。

A	

建
物
に
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
く
。

Q	

輪
島
市
で
は
避
難
所
の
食
事
が
有
料

化
さ
れ
、
行
政
と
被
災
者
の
間
で
争

い
が
起
き
て
い
た
。
当
市
は
ど
う
か
。

A	

避
難
所
を
閉
鎖
す
る
ま
で
の
間
、
市

の
負
担
で
被
災
者
に
無
料
で
提
供
す

る
こ
と
が
基
本
だ
。

Q	

珠
洲
市
で
は
水
道
復
旧
の
遅
れ
か
ら

井
戸
掘
削
を
被
災
者
が
行
っ
て
い
た
。

町
内
会
単
位
の
井
戸
が
必
要
で
は
。

A	

自
主
防
を
通
じ
て
確
認
し
て
い
く
。

災害時井戸ポンプイメージ図（参考）

能登で調査したことを地元防災に役立てる

中
学
校
部
活
、

地
域
移
行
は
で
き
る
か

能
登
の
現
地
調
査
か
ら

島
田
市
の
防
災
を
検
証

青
あお
山
やま
真
まさ
虎
とら
 議員

山
やま
本
もと
孝
たか
夫
お
 議員

個人質問

個人質問

（一問一答）

（包括）

Q	

ま
る
で
人
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
リ
ニ

ア
工
事
を
推
進
し
て
い
る
市
長
は
、

選
挙
の
約
束
を
守
れ
て
い
る
か
。

A	

水
を
守
る
考
え
に
変
わ
り
は
な
い
。

Q	

リ
ニ
ア
に
よ
る
市
民
の
利
益
と
は
。

A	

新
幹
線
の
停
車
回
数
が
増
え
る
。

Q	
将
来
的
に
市
民
に
課
せ
ら
れ
る
可
能

性
の
あ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

A	
不
確
実
性
の
リ
ス
ク
が
考
え
ら
れ
る
。

Q	

県
と
一
枚
岩
で
は
な
く
な
っ
た
が
。

A	

連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
。

※一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

学
校
に
井
戸
ポ
ン
プ
の
設
置
を

Q	

災
害
時
、学
校
は
避
難
所
と
な
る
。学

校
に
水
ま
き
井
戸
ポ
ン
プ
の
設
置
を

提
案
す
る
。
配
管
を
工
夫
す
る
こ
と

に
よ
り
手
で
く
め
る
。
非
常
電
源
も

あ
る
。
ど
う
か
。

A	

危
機
管
理
部
と
教
育
部
で
連
携
し
て

考
え
た
い
。
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Q	

先
の
能
登
半
島
地
震
で
志
賀
原
発
に

多
く
の
被
害
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た

道
路
の
崩
落
や
亀
裂
、
断
層
も
動
き

大
地
震
で
の
避
難
の
困
難
性
を
浮
き

彫
り
に
し
た
。
ま
し
て
や
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
と

な
れ
ば
、
幹
線
道
路
や
ア
ク
セ
ス
道

路
の
確
保
は
困
難
で
、
安
全
避
難
は

で
き
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A	

国
お
よ
び
県
の
道
路
啓
開
計
画
に
基

づ
き
早
期
に
復
旧
し
、
避
難
の
ア
ク

セ
ス
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
る
体
制
を
作
っ
て
い
る
。

Q	

余
震
が
続
く
中
、
広
域
避
難
指
示
が

出
る
ま
で
の
屋
内
退
避
は
極
め
て
危

険
。
屋
内
退
避
を
前
提
に
し
た
避
難

計
画
は
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A	

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
能
登
半
島

地
震
で
家
屋
の
倒
壊
や
孤
立
集
落
が

多
発
し
た
こ
と
を
受
け
、
最
も
有
効

に
避
難
す
る
た
め
に
、
開
始
の
タ
イ

ミ
ン
グ
や
範
囲
に
つ
い
て
再
検
討
す

る
と
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
国

の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

Q	

福
島
県
で
は
原
発
事
故
以
来
、
小
児

Q	

昨
年
末
に
内
閣
府
の
モ
デ
ル
事
業
で

あ
る
、
避
難
生
活
支
援
リ
ー
ダ
ー
・

サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
を
当
市
で
実
施
し

た
。
災
害
関
連
死
を
減
ら
す
た
め
に
、

被
災
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
、
具
体
的
に
環
境
を
改
善
す
る
た

め
の
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
た
め
、
実

践
に
即
し
た
内
容
の
研
修
で
あ
る
が
、

事
前
研
修
が
あ
り
日
程
も
２
日
間
に

お
よ
び
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
当
市
に

お
い
て
、
レ
ベ
ル
ダ
ウ
ン
や
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
を
持
た
せ
た
形
で
実
施
で

き
な
い
か
。
ま
た
ど
の
よ
う
に
展
開

し
て
い
き
た
い
か
。

A	

こ
の
よ
う
な
研
修
の
必
要
性
や
重
要

性
は
理
解
し
て
い
る
。
今
後
は
多
く

の
市
民
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
研
究
し
て
い

き
た
い
。
被
災
者
の
困
り
事
に
い
ち

早
く
気
付
く
こ
と
こ
そ
が
、
災
害
関

連
死
を
減
ら
す
方
策
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
研
修
を
参
考
に
当
市
で
の

研
修
を
検
討
し
た
い
。

Q	

今
後
ど
の
よ
う
な
観
点
に
重
き
を
置

柏崎市　原子力災害への市民啓発ガイドブック

初倉小体育館で実施された研修の様子

い
た
訓
練
に
取
り
組
み
た
い
か
。

A	

高
齢
者
の
避
難
生
活
訓
練
や
、
運
営

方
法
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

Q	

発
災
し
た
際
の
避
難
所
運
営
は
ど
の

よ
う
に
組
織
化
さ
れ
て
い
る
か
。

A	

避
難
所
運
営
組
織
の
役
員
が
主
体
で

開
設
・
運
営
に
当
た
る
。
運
営
組
織

か
ら
避
難
者
自
身
に
よ
る
運
営
に
移

行
し
て
い
く
。
派
遣
さ
れ
る
市
職
員

は
情
報
の
伝
達
・
収
集
の
業
務
を
担

う
。

今
こ
そ
防
災
意
識
を

高
め
よ
う
！

原
子
力
災
害
広
域
避
難
計
画
の

実
効
性
を
問
う

桜
さくら
井
い
洋
よう
子
こ
 議員

横
よこ
山
やま
香
かお
理
り
 議員

個人質問

個人質問

（一問一答）

（一問一答）

甲
状
腺
が
ん
は
、
３
３
８
人
に
上
る

と
い
う
。
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
事
前
配

布
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A	

事
前
配
布
で
は
な
く
、
効
果
的
な
服

用
時
期
を
判
断
し
、
配
布
す
る
。

Q	

浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
を
認

め
な
い
こ
と
が
一
番
の
安
全
対
策
だ
。

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

A	
市
民
の
安
全
・
安
心
な
避
難
誘
導
手

段
が
確
実
に
担
保
さ
れ
て
い
な
け
れ

ば
再
稼
働
は
容
認
で
き
な
い
。

※一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。
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議会活動レポー
ト

島田高校生・島田商業高校生と島田市議会との意見交換
声の議会だよりお礼訪問

しまだ議会だよりは「声の議会だより」として目の不自由な方、文字による情報入手が困難な障害
がある方のために、音訳したＣＤを配布しています。このＣＤの作成は、県立島田高等学校と県立島
田商業高等学校の放送部にご協力いただき、市議会の情報をお届けしています。
今回、放送部の皆さんへお礼訪問しましたので、議会だよりを音訳した感想などをお聞きした様子
をお伝えします。

学校生活について
多くの学生が使用する通学路上に、ミラーがなく死角になってい
る箇所があり、自動車と接触しそうになったことがある。危険を感
じたことがある学生が複数人いた。

議会だよりについての感想
•高校放送コンテストに出場する際の原稿を作成するときに、
議会だよりの特集記事を参考にしたことがある。
•カラーページとそうではないページがある。ユニバーサル
デザインにしてはどうか。
•難しい言葉がある。注釈があると読みやすい。

島田高校

意見交換会を終えて
　議会だよりに対する高校生の意見は、議会だよりを編集する上で大変参考になりました。
また学生生活において感じている意見は、市当局へ情報提供しました。
　ご協力いただいた高校生ならびに学校関係者の皆様、ありがとうございました。

学校生活について
車道が狭く、自転車で通ると危険を感じる箇所がある。　
通学路に自転車専用道路があるといい。

議会だよりについての感想
•文字が細く、目に留まりにくい。文字の大きさや色に強
弱をつけると印象に残りやすいのでは。
•全体的に内容が難しい。中・高校生向けのページがあれ
ば若い人が読むのでは。

島田商業高校
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所 管 事 務 調 査 報 告

厚生教育常任委員会

総務生活常任委員会

経済建設常任委員会

花巻市議会の議場にて

塩尻市の視察の様子

福島市の視察の様子

令和５年10月16日　　　岩手県花
はな

巻
まき

市
就学前教育と小学校との連携について内容

就学前教育推進計画に基づき、関係機関の連携を強化するための合同会議や交
流事業に取り組んでいます。幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を共有し、幼
児期教育の上に小学校教育を積み上げていくことを目指した取り組みが行われて
いました。

令和５年11月９日　　 　長野県安
あ

曇
ずみ

野
の

市
オンデマンドバス実証運行について（のるーと安曇野について）内容

令和４年1月から、新しいシステム「のるーと」を導入しています。それにより、配車ルートの作成などを、ＡＩ
を活用したシステムで行えるようになりました。またスマホアプリなどからリアルタイム予約が可能になり、発着時
刻が分かるようになるなど、利便性が大きく向上しています。

令和５年10月11日　　　福島県福
ふく

島
しま

市
新規就農支援（あぐりっしゅサポート）について内容

相談・体験・研修・営農・定着の各ステップで、必要な支援を提供しており、就
農希望者の就農へのハードルを下げる効果および就農後の定着率を高めるために
寄り添った内面的な支援制度が充実していました。

令和５年10月17日　　　岩手県遠
とお

野
の

市
重層的支援体制について内容

各地区センターに配置した「丸ごと相談員」が、自治会などの地域運営組織と連携し、相談支援と生活課題の解決
を行っていました。

令和５年11月10日　　　長野県塩
しお

尻
じり

市
ＤＸ戦略について内容

行政ＤＸと地域ＤＸの両輪で自治体ＤＸを推進しており、住民以外も含めた
関係する地域のＤＸ化も進めていくことが特徴です。視察当日にも路上で自動
運転のバスが実証実験で走っており、このことからも地域ＤＸが大きく貢献し
ていることを実感しました。

令和５年10月12日　　　福島県白
しら

河
かわ

市
小峰城整備事業について内容

整備事業と並行し、市民協働のイベントなどを開催して集客事業を行っています。またふるさと納税に絡めた政策
も多く実施していました。
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議会運営委員会

広報広聴特別委員会

令和６年１月18日　　 　長野県佐
さ

久
く

市
議員報酬の改定について内容

佐久市議会では、議員報酬の適正な額について、①活動量からの算出、②
他議会との比較、③公務員との比較の３つの観点から調査・研究を行い、特
別職報酬審議会から市長への答申に基づき、議会活性化特別委員会を開催し、
議員定数の削減の検討を併せて行ったとのことでした。
議会運営委員会としては、今後、委員間討議、議員活動の実態調査、市民
の皆様の意見などを踏まえ、報酬の改定についてどうあるべきかについて調
査・研究を進めていく予定です。併せて、議員としての責任を果たせない場
合における議員報酬の減額に係る規定の整備についても並行して取り組んで
いく予定です。

令和６年２月５日　　 　千葉県御
おんじゅく

宿町
「若モノ×議会」まちづくりワークショップをはじめとした広聴活動について内容

御宿町議会では、令和５年７月に初めての取り組み「若者と議会との意見
交換会」を開催しました。対象者は高校生から40代までで、17人の町民が参
加。議員８人を加えた25人を５グループに分けて「若者が元気で活躍する御
宿のまちづくり」をテーマに、ワークショップ形式でアイデアを出し合った
とのことでした。ワークショップのファシリテーターは、地方自治を研究す
る大学の教授と若者参加プロジェクトの活動家の２人が行っていました。視
察の12日後には２回目の意見交換会を計画しており、準備中でした。若者と
の意見交換会による成果はあったとのことでしたが、参加者の確保には苦労
しているように見受けました。
また２年に一度、中学生の模擬議会「御宿町中学生議会」を行っていました。

令和６年２月６日　　 　埼玉県所
ところざわ

沢市
高校生との意見交換会や議場コンサートなどの広報広聴活動について内容

所沢市議会では、特色ある広報広聴活動が行われています。議会報告会は年４回実施しており、１班当たり議員8
～ 9人で構成した４班編成で行っていました。令和４・５年度の参加人数は１会場当たり30人程度で、会場はすべて
所沢市役所、開催時間は２時間程度とのことです。寄せられた市民からの意見・要望にしっかり対処しているのが印
象的でした。
また特定のテーマを設定し公開で行う政策討論会を年１回ほど開催し、議員間討議を通し政策立案に取り組んでい
ました。このほか議場コンサートや小学生を対象とした議場探検ツアーなども実施していました。

佐久市の視察の様子

御宿町の視察の様子

まとめ
視察先で取り組まれていた事例について、島田市議会でもできることから取り組んでいきたいと思いました。
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賛 

成

賛 

成

反 

対

反 

対

【議案第13号】令和６年度島田市介護保険事業特別会計予算

ザッ討論 賛成？
反対？

　市議会定例会最終日に行われた議案採決の前に、賛成・反対の意見を
表明する「討論」を行いました。２月定例会では、４議案について討論
が行われ、賛成・反対の意見が表明されました。

【議案第９号】令和６年度島田市一般会計予算
歳入では市税、法人市民税とも原材料価格の
高騰などの影響を考慮し、前年度に比べ減収を見
込んでおり、普通交付税なども国の地方財政計画
を的確に捉えた計上である。市債は43％の減とな
り、財政の健全性に配慮している。
歳出は、統合後の稼働に向けた島田第一小学
校改築事業予算や地域の魅力を発信する地域活
性化シンポジウムなどの新規事業経費が計上さ
れている。また制度や分野の枠を超えた困り事を
包括的に受け止め支援する、重層的支援体制の
整備に向け、包括的相談支援窓口やこども家庭セ
ンターの設置など、現下の課題への対応もされて
いる。さらに、決算認定において議会から提言し
た、学校施設の維持修繕、安全・安心な学校給食
の提供、移住定住促進事業の各事業についても
予算措置されている。また行政業務において、会
計年度任用職員の任用については、適正な市職
員数の確保が必要となる中、適宜な会計年度任
用職員の任用で対応することは妥当と考える。
新年度予算は、中長期的な視点に立ち、人、モ
ノ、時間といった限られた資源について、最大限、
効果的に配分し編成されたものと評価する。

当市の高齢化率および介護認定率が高まる中、
高齢者の医療・介護の諸問題が顕在化している。
2025年には団塊の世代全員が後期高齢者になり、
地域包括ケアシステムの一層の深化・推進が求め
られる。介護保険事業特別会計予算には、この
ような現状を捉えた上で、将来に向けて、当市が
取り組むべき事業が十分に盛り込まれていると考
えられる。また必要となる介護保険料は、法令に
基づき算定し計上していることから、適正に編成
された予算案と判断される。

大地震で市内7,500棟の倒壊予測が出ている。
2000年新耐震化も必要。国に要望すれば制度的
に補助が可能である。やるべき。
リニア工事について、市長は人が変わったよ
うに推進し始めた。オール静岡体制を破壊する
発言。ボーリング調査は水抜きを兼ねている可
能性がある。県と一体的な対応を求める。
当市における３月１日～ 15日の死亡者52人
中、17人がコロナワクチン７回目を接種してい
た。市民の笑顔のためなら本当のこと言わない
のか。
マイナンバーについて、最初の約束は？島田
市だけでも紙の保険証を残すべき。

一般会計予算の問題点を指摘する。
①中部学校給食センターの調理業務を民間に
委託することに反対する。子どもたちへの安全
でおいしい給食の提供は、大事な公共公務であ
り、直営を求める。
②コスト削減の名のもとに、直営で行ってき
た事業を民営化、民間委託、指定管理者制度導
入、窓口受付等包括業務委託、ＰＦＩ事業の導
入など、公務の市場化を進めてきた。その結果、
千人余の職員のうち４割が非正規職員だ。全体
の奉仕者として業務の専門性や継続性、仕事の
蓄積が必要な正規職員の確保を求める。

本特別会計予算は、65歳以上の第１号被保険
者の介護保険料引き上げの下に執行され、高齢
者の負担が増えるため容認できない。内容は、保
険料の所得段階別を11段階から13段階に増やし、
基準を５段階月額5,000円とするもので、前期よ
り値上げとなる。１から３段階の低所得者には
軽減措置がとられているが、６段階から所得に
応じて引き上げ、13段階目は基準額の2.1倍の保
険料になっている。貯まっている支払い準備基
金の活用で引き上げは抑えられたのではないか。
引き上げは認められない。

本会議の動画は、インターネットの録画配信で！

島田市議会　映像 検索
クリック!
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※議長（藤本善男）は採決に参加しません。
※所属会派は令和６年３月27日時点

【採決結果一覧】賛成・反対の分かれた議案および請願の結果を掲載しています

賛 

成

賛 

成

反 

対

反 

対

【議案第15号】令和６年度島田市後期高齢者医療事業特別会計予算

【議案第25号】島田市介護保険条例の一部を改正する条例について

保険料率改定は、法律に基づき２年に一度実
施されるもので、出産育児支援金の導入や後期高
齢者負担率の見直しを反映して算定され、静岡県
後期高齢者医療広域連合議会で議決されたもの
である。財源では、現役世代の負担が大きくなっ
てきており、持続可能性の確保のため、負担能力
に応じて、すべての世代で公平に支え合っていく
必要があり、今回の改定はやむを得ないものと理
解し、本予算案は適切と判断する。

今回の介護保険料の改正は、第９期島田市介
護保険事業計画を進めていく上で必要なもので、
制度の持続可能性を確保する観点から、保険料
を被保険者の負担能力に応じて段階的に設定し
た適正なものと判断される。算定には、保険給付
等支払準備基金の活用により、保険料の上昇を抑
制し、低所得者層の減額化を図るとともに、高所
得者を細分化することで所得段階を11から13段
階へ変更し、被保険者の負担を軽減している。な
お、基準月額は、他市町に比べて低い額となると
見込まれている。

医療費の増加を理由に、75歳以上の後期高齢
者医療保険料の大幅引き上げとなる予算執行は
容認できない。内容は、所得割率を8.29％から
9.49％に引き上げ、均等割額を4万2,500円から 
4万7,000円に引き上げるものである。一人当た
りの平均保険料額は、前年度比1万118円の負担
増となる。この制度は年齢で区切り、高齢者に
負担増と医療差別を押し付けるものである。７
回にわたる保険料値上げが繰り返され、高齢者
の生活を圧迫している。元の老人保健制度に戻
すべきと考え、反対する。

令和６年度から令和８年度の65歳以上の介護
保険料を定める条例改正に反対する。所得段階
をこれまでの11段階から13段階に増やし、第５
段階の基準月額を4,960円から5,000円に引き上
げる。低所得者には軽減措置が取られているが、
所得に応じて引き上げられ、13段階に至っては、
基準額の2.1倍、年額12万6,000円となる。今回の
介護保険料引き上げは、これまで貯められてき
た介護保険給付費支払準備基金を取り崩せば引
き上げの必要はないと考える。

○＝賛成
×＝反対
△＝棄権
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【議案第９号】
令和６年度島田市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ ×

【議案第13号】
令和６年度島田市介護保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

【議案第15号】
令和６年度島田市後期高齢者医療事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

【議案第25号】
島田市介護保険条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○



　今回は、２月定例会での審議結果を報告します。このほか、会場別に意見交換会のテー
マを設け、市民の皆さんと意見交換します。
　事前予約は不要ですので、ぜひ、お近くの会場にお越しください。

※詳しくは、島田市ホームページをご確認いただくか、議会事務局へお問い合わせください。
※駐車場に限りがありますので、乗り合わせなどでお越しください。

議会報告会・意見交換会を開催します

日　　　時 場　　　　所　 意見交換テーマ

５月18日㈯

午後２時から 金谷地域生活交流拠点施設　
かなうぇる あなたが望む　かなうぇる

午後６時30分から 初倉公民館　くらら 小中一貫校の今後の在り方

午後７時から 北部ふれあいセンター 北部４小学校の今後（地域の活性化など）

５月25日㈯
午後１時30分から 六合公民館　ロクティ 10年後の六合地区を考えよう

午後７時から 川根地区センター　ちゃくら 川根地域の課題
（災害対策、地域交通など）
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　議会だよりについて、市民の方から寄せられた
意見に「外来語や片仮名表記が多く分かりにくい」
とのご指摘がありました。同じ要望は、高校生と
意見交換した際にもお聞きしました。スぺースを
工夫して、脚注のような形で補足説明ができるよ
うにしていきたいと思います。
　所管事務調査報告にあるように、２市町に出掛
け、さまざまな取り組みをお聞きしました。島田
市議会でもすぐ取り入れることができそうな内容
もありました。広報広聴活動の改革を進めていき
たいと思います。

編 集 後 記 ６月市議会定例会のお知らせ

日 月 火 水 木 金 土
６/2 ３ ４ ５ ６ ７ ８

議会運営委員会
本会議
（初日）

９ 10 11 12 13 14 15

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

16 17 18 19 20 21 22

本会議
（一般質問）

本会議
（議案質疑）
予算・決算
特別委員会

常任・特別委員会
（午前・厚生教育）
（午後・経済建設）

常任・特別委員会
（午前・総務生活）
（午後・予備日）

23 24 25 26 27 28 29

予算・決算
特別委員会

30 ７/1 ２ ３ ４ ５ ６

議会運営委員会 本会議
（最終日）

お知らせ

広報広聴特別委員会
【委 員 長】森　　伸一
【副委員長】井上　　篤
【委　　員】横山　香理、石川晋太郎

大石　節雄、八木　伸雄

埼玉県所沢市議会での所管事務調査

議会を聴きに行こう！議会をオンラインで見てみよう！

日程は変更となる場合があります。最新の情報は、ホームページまたは電話
にてお問い合わせください。
☆開会時間は…
　�本会議、常任・特別委員会　（午前）9:30から（6/20・21は9:00から）
　　　　　　　　　　　　　　（午後）1:00から（6/20・21は1:30から）

※島田市議会では、地球環境の保護などを目的としてペーパーレス化に取り
組んでいます。このため、本会議や委員会などの会議において、議員がパ
ソコンを利用して議案等の書類を閲覧している場合に加え、質疑内容など
をパソコンを通じて確認している場合があります。ご理解いただきますよ
うお願いいたします。

※水色のラインで示された日の本会議は、インターネットでの生中継を行い
ます。


